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７月 ３日  新任班長教育
   ESCO事業PT会議
 ７日  組合加入試験委員会
 ８日  通常総会（いしかわ21世紀住まいづく

り協議会）
 ９日  厚生年金基金説明会
 10日  企画委員会
   福利厚生事業事務担当者会議（全日電

工連）
 17日  技能まつりPT会議
 22日  第８回安全衛生大会
 24日  電設委員会
 30日  配電課長会議
 31日  技能まつり第１回実行委員会（石川の技

能まつり実行委員会）
８月 ４日  電気保安功労者表彰式（電気安全北陸委

員会）
 ５日  講演会（北國友翔会）
 10日  配電工事安全技能競技会打合せ（北陸電

気工事組合連合会）
 11日  資材システム見直し会議
   技能まつり審査委員会
 20日  理事会（全日電工連）
 21日  安全指導員研修
 25日  広報委員会
 27日  技術・認証委員会（全日電工連）
 28日  全国事務局責任者会議（全日電工連）
 31日  技能まつり第２回実行委員会（石川の技

能まつり実行委員会）

９月 １日  組合運営研究会（石川県中小企業団体中
央会事務局協議会）

 ３日  技能まつりPT会議
 ４日  第一種電気工事士定期講習会
 ９日  安全委員会、配電委員会
 10日  事務担当者研修会（全国労働保険事務組

合連合会石川支部）
   新規活線近接作業員認定教育
 15日  企画委員会
 16日  理事会・代議員会（北陸三県電気工事業

厚生年金基金）
   事業推進委員会（全日電工連）
 30日  配電工事特別安全パトロール

組合事務局日誌

白山は、最高峰の御前峰（ごぜんがみね：2，702ｍ）
を中心に、大汝峰（おおなんじみね：2，864ｍ）・剣ケ峰
（けんがみね：2，677ｍ）・別山（べつざん：2，399ｍ）を
主峰とする峰々の総称で、富士山・立山とともに
日本三大霊山の一つとして多くの人々に愛されて
きました。
石川・福井・岐阜・富山の四県にまたがり、総面積

47，700haにもおよぶ白山国立公園として大勢の
登山者に親しまれ、ユネスコの生物圏保存地域に
指定されるなど、手つかずで大自然が残るその自然
環境は国際的に高い評価を得ています。7～8月に
高山植物が山頂付近の山肌を埋め尽くす景観は
まさに雲上の楽園です。
頂上からは、美しい雲海のかなたに白馬・剱・立山

などの山並みが一望でき、北アルプスから昇る
日の出は感動的な美しさです。

─ 表　紙 ─

「白山山頂から臨む雲海」
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金 沢 本 部

8 月 8 日（土）金沢本部青年部15名が、かほく市
アクロス高松に集まり、街路灯清掃活動を行いま
した。当日は 5 時20分から出動式があり、勝崎河
北支部長から「青年部発足時から実施してきた伝
統行事、今年もきれいな街づくりのためにご協力
をお願いしたい」と激励を受け、 3 班に分かれて
作業を開始しました。約 1 時間で街路灯23基の作
業が無事完了しました。

その後、場所をかほく市健康福祉センターに移
し、エレキスクールを開催しました。第一部で

「電気教室〜電気って何だろう?〜」として、電
気の危険性や正しい使い方をクイズ形式で出題し
ました。回答者にはキャンディーをプレゼントす
る等、色々趣向をこらしたおかげか、子供たちも
熱心に参加していました。

第二部「工作教室〜LEDランプをつくろう〜」
では、青年部員が教えたり、手伝ったりしながら
楽しく作成し、最後に子供たちがランプを持っ
て、一カ所に集まり色鮮やかな光で部屋を照らし
ました。街路清掃活動から引き続いてのエレキス
クール、大変ながらも子供たちの笑顔に部員一同
疲れも吹き飛びました。

平成27年度  電気使用安全月間活動報告

エレキスクール

かほく市アクロス高松で街路灯清掃
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「27年度電気使用安全月間運動」
金沢本部 青年部長

今　村　　　強



さらに金沢本部河北支部では、 7 月22日河北郡
津幡町あがた公園街路灯清掃を行い、また、 8 月
29日には、白山支部が白山市内街路灯点検清掃を
行いました。

白山支部　白山市内街路灯点検清掃

河北支部　津幡町あがた公園街路灯清掃
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能 登 本 部

私達、能登本部青年部は、 8 月の電気使用安全
月間中の活動として、今年度は羽咋市のコスモア
イル羽咋にて小学生児童を対象にした「エレキス
クールLED親子工作教室」を 8 月 8 日（土）に行
いました。先ず始めに羽咋市長様と鳥畑副本部長
より激励のお言葉を頂きました。

今回は、親子でという事でほとんどが親子連れ
で参加され、事前に行われた私どもの青年会によ

る「電気ってなんだろう」としてクイズ形式での
講義には熱心に興味深そうに参加、第二部の親子
工作教室では、親子そろって仲良く作業していま
した。

付添いの両親も楽しそうに参加されていま
した。

子供たちも電気について大変興味を示してくれ
たようで、電気の危険性や正しい使い方等を教え
られたことは、後々次の世代の電気工事士への第
一歩になってくれたらと思います。

また、併せて能登本部企画広報部員による「電
気工事に関する無料サービス相談所」が開設さ
れ、 3 名の相談者が訪れました。また、キャラバ
ン隊による広報活動で、羽咋市内を電気使用の安
全性や、省エネ機器推進、漏電遮断器の取付推進
等をPRしました。
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「�電気使用安全月間�
エレキスクールを開催して」

能登本部 青年部長

坂　室　幸　志



加 南 本 部

電気使用安全月間の一環として 8 月22日（土）に
こまつドームにて小学生55名を対象に加南本部青
年部社会奉仕事業「エレキスクールinこまつ」
を開催致しました。

今年も昨年同様、前半は青年部員による電気の
安全な使い方教室を行いました。家庭には欠かす
ことの出来ない身の回りの電化製品の危険性や節
約方法についてクイズも交えながら解説しまし
た。子供たちも真剣に聞いてくれて、今後の生活
に生かしてくれることと思います。

後半はパナソニック㈱ES社より講師を招き、
LEDの特徴や光と色、しくみについての解説を
していただき、子供たちにLEDあんどん型ラン
プを作成してもらいました。外装の和紙の装飾も
ハートや星や動物などたくさん種類があり、
LEDランプ 2 色を組み合わせることで様々な色
合いを表現できることから、各自個性あふれるオ
リジナルランプが完成しました。最後に照明を落
として完成したランプを一斉に点灯した時には、
会場が幻想的な雰囲気に包まれました。完成した
LEDランプを嬉しそうに持って帰る子供たちの

姿を見て「これを機会に電気のしくみやものづく
りに対して興味を持ってくれるといいな。」また、

「私たちも子供たちとふれあい有意義な時間を過
ごすことができて良かった。」と思いました。

今回の社会奉仕事業「エレキスクール」の開催
にあたり、大盛況の内に終了出来ました事を加南
本部の皆さま並びに青年部員のご協力に感謝いた
します。今後も加南本部青年部社会奉仕事業の活
動に対しご理解とご協力の程、宜しくお願い致し
ます。

大型看板の設置
電気使用安全月間PR大型看板設置（加南本部

会館壁面）
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「電気使用安全月間活動報告」

社会奉仕事業 
「エレキスクール」を開催して

加南本部 青年部
社会奉仕事業委員長　大　土　悠　樹



広報活動
8 月 1 日〜31日
	 社有車ステッカー貼付広報活動
8 月 1 日〜31日
	 電気使用安全月間PRポスターコンク

ール� 応募作品11点

8 月 6 日	 道路クリーン作戦参加　電気使用安全
月間PR

	 ◦加賀支部組合員　　20名参加

8 月 8 日〜 9 日
	 電気使用安全月間広報白山登山
	 � 22名参加

8 月22日	 電気教室「エレキスクールinこまつ」
開催

	 ・場所：こまつドーム
	 　　　　小学生児童　55名参加
	 　　　　青年部員　19名参加
	 ・第一部　�電気の安全な使い方や電気

の仕組み、節電について
	 ・第二部　工作教室 LEDランプ製作

▲最優秀賞
矢敷優花さん（加賀市立山代小学校2年）
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講習会・安全指導の実施
自主安全パトロール

（電気使用安全月間中の）実施回数 5 回
延べ参加者15名　10現場

8 月 6 日	 加賀支部夏期研修会　14名参加
	 「加賀市市政の状況報告」
	 ・講師：加賀市長　宮元　陸 氏

8 月24日・26日
	 電気料金メニュー取扱変更説明会
	 ・場所：�こまつドーム・小松市民セン

ター� 53名参加
8 月29日	 第一種電気工事士筆記試験準備講習会
� 受講者： 7 名
	 （全期間 8 /29〜10/ 3 　 6 回開催）

文化財等の電気設備点検
8 月 5 日	 重要文化財の電気設備点検　江沼神社

長流亭

月間出発式
8 月 4 日	 石川電気安全サービスの月間PR活動

出発式
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平成27年度

電気保安功労者表彰

■電気安全北陸委員会委員長表彰
○営業所の部

フタクチ電設工業㈱

二 口　 勝 博 氏

永年にわたり電気保安
確保に特に顕著な功績が
あったことが認められ、

フタクチ電設工業㈱　代表取締役　二口勝博氏が
受賞されました。心よりお祝い申し上げます。

同社は、昭和51年10月河北郡高松町（現、かほ
く市）において二口電気商会を個人創業し、その
後、昭和57年 4 月に法人組織フタクチ電設工業㈱
に変更し現在に至っている。同社は、北陸電力㈱
引込線施工者業者、北陸電力㈱の内線工事施工、
北陸電力㈱のeドクター認定店として一般用電気
工作物・自家用電気工作物の設計施工を現在まで
37年間の永きにわたり、官公庁及び一般需要家等
で多くの工事実績があり、事業主二口勝博氏は、
人格円満にして常に組合員と融和を保ち、現在も
安全作業に努めている。

同事業所は、電気保安確保と安全作業、施工品
質向上を経営の最重点に掲げ、従業員の教育、免
許資格取得、安全教育に積極的に取組み人材育成
を経営理念に、関係団体主催の研修会や講習会に
も積極的に参加するとともに、新技術を先取りし
新分野にも意を注ぎ事業拡大を図る等健全な発展
を続けている。職場の自主安全管理活動を社内一
丸となって確実に遂行し、工事施工にあたって
は、作業安全と電気保安確保を最重点に掲げ、創
業以来無災害を継続しており、お客様の信頼度も
高い。これらに対して、北陸電力㈱社長はじめ北
陸電気工事組合連合会長より無事故優良組合員の
表彰を受賞している。

前事業主である二口昭純氏は、昭和59年より昭
和63年迄石川県電気工事工業組合理事（金沢本部
河北支部長）、金沢内線工事研究会委員を歴任し、
平成23年 5 月から平成27年 5 月迄は、二口勝博氏
が、金沢本部引込線部長、金沢内線工事研究会委
員を歴任し旺盛な熱意と卓越した指導力で、組合
の発展と組合員の指導育成に尽力され総代につい
ては、引き続き任務にあたっている。

一方、地域においては、毎年実施している電気
使用安全月間行事での街路灯点検清掃はじめ井戸
ポンプ設備点検、防災無線点検等ボランティア活
動に積極的に参加している。今後のご活躍が、更
に期待されるものであります。

○電気工事士の部

今井電気商会

今 井　 一 彦 氏

永年にわたり電気保安
に特に顕著な功績があっ
たことが認められ、今井

電気商会　代表　今井一彦氏が受賞されました。
心よりお祝い申し上げます。

同氏は、昭和52年 3 月より今井電気商会を創業
し同時に石川県電気工事工業組合に加入した。平
成11年 1 月に七尾市奥原町に移転拡大し、発展を
続け現在まで38年間にわたり電気工事業界で活躍
している。

その間、一般電気用工作物、自家用電気工作物
等の他、主に26年 5 月31日まで北陸電力㈱認定の
引込線工事施工業者として従事し、現在でも低圧
検満計器工事施工者・応需工事施工者・㈱北陸電
力リビングサービスのお客様サービス施工店代表
として、幅広く携わり一般地域住民にも信頼度が

− 7 −



高い。
また、北陸電力㈱認定の引込工事施工者の一員

として従事していた際、平成19年 3 月の能登半島
地震の震災被害で周辺地域の絶縁測定、傾斜家屋
の先方内線部分の撤去、特に中能登町、七尾市中
島地区地域での電気温水器の転倒と配線切断作業
などを自ら先頭に立ち 1 週間にわたり震災復旧に
貢献した。

地元においても創業時より毎年祭礼や町内一斉
清掃にも積極的に参加協力し、地域の活性化と地
域住民との融和連携にも務めている。特に、隣接
地である創業地の石崎町の石崎奉燈祭には、キリ
コ（奉燈）組立時に高所作業車も提供するなどし
て、準備から後片付けまでを一貫して協力し地域
を盛り立てている。

人格円満にして常に組合員とも融和を心掛け、
石川県電気工事工業組合の総代として能登本部に
於いて内線安全部長と引込部長を歴任している。
内線安全部長時には、夏期冬期自主安全強調期間
中に組合員の作業現場への安全パトロールを実施
し注意喚起を促し、引込部長としても引込線工事
施工者の会合収集で適正電気工事の推進と情報伝
達安全作業を積極的に呼びかけ、 8 月の電気使用
安全月間に於いても広報活動にも積極的に参加し
業界のPRに奔走している。

今後のご活躍が更に期待されるものであり
ます。

■中部近畿産業保安監督部長表彰
○営業所の部

中京電設㈱

中 山　 和 彦 氏

永年にわたり電気保安
確保に特に顕著な功績が
あったことが認められ、

中京電設㈱　代表取締役　中山和彦氏が受賞され
ました。心よりお祝い申し上げます。

同社は、昭和51年 3 月、石川県白山市鶴来本町
（旧 石川郡鶴来町日吉町）に於いて、中京電設㈱
を設立し一般用電気工作物・自家用電気工作物の

設計施工及び北陸電力㈱の引込線・内線工事施工
及びeドクターとしてその業務に従事するととも
に、深夜電力及び200V機器の普及促進及び200V
配線の推進に力を注いでいる。

経営にあたっては、電気保安確保と安全作業を
最重点に掲げ、各種技術研修会や安全講習会に積
極的に参加するとともに、自社内においても自主
教育を実施する等不良工事及び災害防止に努めて
いる。この事に対し、電気安全北陸委員会をはじ
め北陸電力㈱、北陸電気工事組合連合会から表彰
されている。

事業主である中山和彦氏は、平成14年 5 月から
は石川県電気工事工業組合金沢本部電気保守委
員、平成14年からは石川県電気工事工業組合金沢
本部引込線部委員として平成25年から平成27年迄
は、石川県電気工事工業組合理事（白山支部長）、
総代に就任し、金沢内線工事研究会委員として、
旺盛な熱意と卓越した指導力で組合の発展と組合
員の指導育成に尽力され、総代については、引き
続き任務にあたっている。

一方、地域においては、毎年実施している電気
使用安全月間行事での街路灯点検清掃をはじめ防
災井戸点検調査、防災無線点検調査をはじめ白山
市が行う海岸ボランティア活動にも積極的に参加
し石川県電気工事工業組合で実施している電気設
備の共同保守管理業務では、地域の官公庁を受け
持ちこれらの電気設備の保守確保に精力的に取り
組んでいる。さらに、地元の商工会理事等として
活躍されている。今後のご活躍が、更に期待され
るものであります。
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○電気工事士の部

㈲向電気商会

向　 　良 雄 氏

永年にわたり電気保安
確保に特に顕著なもので
あるとのことが認めら

れ、㈲向電気商会　代表　向良雄氏が受賞されま
した。心よりお祝い申し上げます。

同氏は、昭和37年10月第二種電気工事士免状、
平成元年10月第一種電気工事士免状を取得。以来
電気工事士として、一般用電気工作物、自家用電
気工作物、北陸電力㈱の内線工事など多くの施工
に携わってきました。この間、電気事故は無く、
施工に当たっては関係法令を遵守し、絶えず技術
力研鑽に心がけ高品質な仕上げに、一般のお客さ
ま、建築会社、官公庁、北陸電力㈱などからの信
頼は厚いものであります。

社にあっては、従業員に電気保安確保に関する
教育を自ら講師となって実施。外部の研究会、研
修会には優先的に参加するなど電気保安確保の功
績は大きい。地域の、山中地区電気設備協力会で
は、会員に電気保安の技術教育を実施、山中温泉
こいこい祭りでは露天商さんに臨時電気設備の安
全な使い方について教育・指導をしています。北
陸電力㈱のeドクター店でもあり、地域の電気設
備に関する相談に積極的に応えています。

各種表彰は、電気保安関係では、加南内線工事
研究会の施工コンクールで最優秀賞・会長賞を受
賞、シモアラ㈱の設備施工優良社長表彰、安全関
係では、加賀労働基準協会長表彰、建災防加賀分
会長表彰、石川電気安全協力会小松地区本部長表
彰などを受賞し他の模範となっています。

地域では、昭和62年から山中町交通安全推進隊
（平成17年に加賀市と合併してからは加賀市防犯
交通推進隊に変更）員として、地域の防犯・交通
安全活動に貢献したとして平成23年に日本交通安
全協会より交通栄誉章緑十字銅章を受章。平成 4
年大聖寺警察署長より防犯活動に貢献したとして
感謝状を受賞、平成15年交通安全功労者表彰を加
賀江沼交通安全協会長より受賞。また、平成 9 年
1 月、日本海沖で起きたナホトカ号重油流失事故
には、加賀市の海岸一帯の重油の徹去作業に 4 日
間出動、地域社会の貢献も大変大きいものがあり
ます。今後のご活躍がますます期待されるもので
あります。
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�平成27年度（4/1～9/30）
◎給付の流れ ⇒	 事故発生から30日以内に組合へ事故発生報告書を提出。後日「給付金請求書

書類一式」を提出して頂きます。
◎加 入 費 ⇒	 年間売上高、対物限度額、免責金額の有・無により決定する。

No 本部 発生日 報　告
受付日 給付日 区分 内　　　容 支払金額

1 金沢 1 /16 2 /16 4 /10 内線
住宅新築工事で高所作業車アームを誤作動
させ、ガラス、サッシ枠、外壁を破損させ
た。

320,151

2 金沢 3 / 5 3 /31 6 /18 内線 個人住宅、浴室天上内工事で誤って手ノコ
を落とし、浴槽蓋を破損した。 34,020

3 加南 3 /23 4 /14 5 /14 内線

文化会館耐震補強工事の音響用配線改修工
事でプルボックス内の音響配線の結線を誤
り、音響アンプ 3 台を故障させた。（誤結
線）

972,875

4 金沢 3 /18 5 / 8 6 / 9 内線
100V機器用コンセント回路新設工事で、
200Vを送電し機器（コラーゲンカプセル）
を破損した。

1,314,567

5 能登 4 /30 5 /19 6 /19 内線
キッチン改修工事でスイッチの取付箇所を
誤ってキッチンパネルに穴おあけ、パネル
交換が必要になった。

75,000

6 金沢 5 /21 7 / 6 8 /25 内線
引込開閉器盤（自立型）取替工事で、加圧
ポンプユニットに逆相を送りポンプユニッ
ト及び配管を破損した。（誤結線）

1,179,036

合計　 6 件（金沢 4 件、能登 1 件、加南 1 件） 外線 0 件、引込 0 件、内線 6 件（内誤結線 2 件） 

◎過年度給付状況
◇参考	 　　　　　　　　 件数　　　　 給付金額　　 支払保険料
	 平成20年度　　　 14件　　　　9,651千円　　　14,577千円
	 平成21年度　　　 15件　　　 38,056千円　　　18,764千円
	 平成22年度　　　 16件　　　　5,203千円　　　18,677千円
	 平成23年度　　　　8件　　　　3,267千円　　　18,158千円
	 平成24年度　　　 13件　　　　9,963千円　　　18,226千円
	 平成25年度　　　 17件　　　　9,439千円　　　18,121千円
	 平成26年度　　　　5件　　　 11,690千円　　　19,900千円

第 三 者 賠 償 制 度 給 付 状 況
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◇全日電工連グル－プ共済制度給付金
�　平成27年度（4/1～9/30）

№ 本　部 給付日 給付区分 給付金額 加入口数

1 加南 4 /14 死亡 1,000,000 1

2 金沢 7 /13 死亡 3,000,000 3

3 金沢 7 /24 死亡 4,000,000 2

4 金沢 9 /25 死亡 5,000,000 5

5 金沢 9 /25 死亡 5,000,000 5

6 金沢 9 /25 死亡 1,000,000 1

合計 6 件 （金沢 5 件、能登 0 件、加南 1 件） 死亡 6 件、高度 0 件、入院 0 件� 給付計 19,000,000

【参考】

平成17年度 12件 給付金 21,888,000 死亡 7 件 21,000,000
掛金 41,998,450 配当 12,871,190 還付率 35. 4 %

平成18年度 5 件 給付金 6,705,000 死亡 2 件  6,000,000
掛金 39,210,000 配当 13,592,200 還付率 38. 7 %

平成19年度 7 件 給付金 12,306,000 死亡 3 件 12,000,000
掛金 35,117,700 配当 15,757,280 還付率 44. 9 %

平成20年度 5 件 給付金 3,532,500 死亡 2 件  3,000,000
掛金 37,441,300 配当 12,423,210 還付率 36. 9 %

平成21年度 10件 給付金 14,736,595 死亡 5 件 13,000,000
掛金 36,967,450 配当 12,130,510 還付率 38. 2 %

平成22年度 11件 給付金 16,480,500 死亡 4 件 15,000,000
掛金 31,902,320 配当 11,046,780 還付率 34.65%

平成23年度 6 件 給付金 3,850,000 死亡 1 件  3,000,000
掛金 31,867,670 配当  4,337,950 還付率 13.36%

平成24年度 13件 給付金 33,816,000 死亡 8 件 33,000,000
掛金 30,931,800 配当 10,654,160 還付率 34.45%

平成25年度 2 件 給付金  945,912 死亡 0 件 0
掛金 30,264,600 配当 12,114,990 還付率 40.05%

平成26年度 7 件 給付金 15,705,000 死亡 5 件 15,000,000
掛金 29,652,100 配当 10,223,330 還付率 34. 5 %

グ ル － プ 共 済 制 度 給 付 状 況
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金 沢 本 部
７月１日	 青年部役員会

・	街路灯清掃について
・	エレキスクールについて
・	電工男子について
・	他

７月３日	 外線・引込線・内線施工者A班長教育
	 ESCO PT会議
７月９日	 内線施工者A従事者教育

７月12日	 厚生部バスツアー
７月14日	 スマートメーター説明会（追加）

７月14日〜29日
	 高圧防保護具耐圧試験（外線・引込線）

７月15日	 本部役員会
１．「石川の技能まつり」について
２．金沢マラソン協賛企業募集について
３．昇柱訓練について
４．（県）企画委員会報告
５．その他
６．各支部・各部会からの報告

７月15日・16日
	 引込線施工者事業所訪問
７月17日	 技能まつりPT会議
７月19日・20日
	 第二種電気工事士（技能）受験講習会

７月22日	 組合安全衛生大会
７月28日・29日
	 高圧防保護具耐圧試験（内線）
８月３日	 新加入者教育
８月５日	 青年部役員会

・	街路灯清掃について
・	エレキスクールについて
・	研修旅行について
・	家族レクリエーションについて
・	その他

各本部だより
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８月８日	 青年部街路灯清掃　エレキスクール

８月10日・11日
	 内線施工者昇柱訓練

８月21日	 安全指導員研修（外線・引込線）
８月22日	 本部役員会

１．新加入者審査について
２．石川の技能まつりについて
３．一部の電気料金メニューの新規加

入停止について
４．電気設備保守センターについて
５．「健康診断」実施のご案内
６．スマートメーター作業手順書につ

いて

７．計器箱の取扱について
８．その他

	 本部役員と青年部との懇談会
８月24日	 配電パトロール員教育
８月25日	 安全部臨時施設パトロール
８月28日	 配電ヒューマンファクター研修
８月29日・31日
	 第一種電気工事士（筆記）講習会

８月29日	 青年部技術講習会

９月１日	 通知業者特別教育
９月2日	 青年部役員会

・	高校生との意見交換会
・	研修旅行について
・	家族レクリエーションについて
・	その他

９月５日・６日
	 第一種電気工事士（筆記）講習会
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９月10日	 IH料理教室

９月10日	 活線近接作業認定教育（引込線）
９月11日	 安全部会
９月12日・13日
	 第一種電気工事士（筆記）講習会
９月15日	 外線施工者事業所パトロール
	 緊急安全対策委員会
９月17日	 外線施工者事業所パトロール
９月18日	 外線施工者事業所パトロール
９月25日	 本部役員会

１.一部の電気料金メニューの新規加
入停止について

２.労災事故報告及び今後の対応につ
いて

３.営業研修会について（環境部・経
営部合同）

４.（県）企画委員会報告
５.高校生との意見交換会
６.各支部・各部会からの報告
７.その他

	 外線部会
	 河北支部計器テスト
９月29日・30日
	 白山支部計器テスト
９月29日	 安全衛生管理者特別教育
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能 登 本 部
７月２日	 安全協力会珠洲活動部　安全祈願祭
	 � （於：能登地区）
７月３日	 安全協力会七尾活動部　安全祈願祭
	 � （於：七尾地区）
	 安全協力会輪島活動部　安全祈願祭
	 � （於：輪島地区）
	 安全協力会珠洲活動部　安全祈願祭
	 � （於：珠洲地区）
	 技術経営部会議　羽咋工業高校第二種

（技能）受験に関わる講師対応ついて
７月６日	 七尾内線工事研究会
	 スマートメーター導入による事前説明

講習会
７月７日	 安全協力会七尾活動部　安全祈願祭
	 � （於：羽咋地区）
７月８日	 安全協力会七尾活動部　安全祈願祭
	 � （於：志賀地区）
７月９日	 組立保険制度説明会
	 厚生年金基金説明会
７月10日	 青年部役員会
	 企画委員会（於：県本部）
７月11日	 技術経営部会による羽咋工業高校第二

種（技能）受験に関わる講師派遣� ４名
７月15日	 木造家屋建築現場パトロール
７月17日	 第二種電気工事士（技能）受験準備講

習会事前準備
７月20日〜24日
	 第二種電気工事士（技能）受験準備講

習会� ６名

７月21日	 北陸電力㈱巡回、キャラバン隊による
PR活動� 本部長他

７月22日	 第８回　安全衛生大会
７月28日	 内線工事施工者認定A教育
８月４日	 電気保安功労者表彰式
８月８日	 青年部　小学生児童を対象にしたエレ

キスクールLED親子工作教室� 28名
	 � （於：羽咋市　コスモアイル羽咋）
８月８日	 電気工事無料サービス相談所開設、キ

ャラバン隊による巡回PR
８月11日	 資材管理システム説明会議
	 � （於：県本部）
８月19日〜28日
	 配電工事施工者　絶縁防保護具耐圧試

験� 10社
８月24日〜９月18日
	 計測器等の照合試験及び絶縁防保護具

耐圧試験
８月29日〜10月３日
	 第一種電気工事士（筆記）受験準備講

習会（毎土曜日/６日間）� ９名
８月25日	 広報委員会（於：県本部）
８月26日	 電設保守部会議
９月８日	 支部長会、役員会
９月10日	 労働保険事務担当者研修会
	 � （於：金沢）事務担当者
９月24日	 定期健康診断
９月30日	 内線工事不良工事特別教育

７月28日　内線工事施工者認定A教育 ８月８日　電気工事無料サービス相談所開設
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加 南 本 部
７月１日〜７日
	 全国安全週間

加賀労働基準協会事業場パトロール
� 加賀支部４事業場

７月２日	 第３回執行部会
７月４日・５日
	 青年部研修旅行

７月５日	 クリーンビーチいしかわ
（能美市海岸清掃）
� 小松支部組合員25名参加

７月６日	 安全祈願祭
本折日吉神社（小松支部）
加賀江沼神社（加賀支部）

７月７日〜９月８日
	 自主安全パトロール　小松支部：18回
７月７日	 第１回電設委員会

７月８日	 組立保険説明会

７月８日	 厚生年金基金説明会

７月９日	 第２回企画経営委員会
７月10日	 第１回技術委員会
７月13日〜24日
	 第二種電気工事士技能試験講習　７回

開催� ６名受講

７月14日	 電気使用安全月間PR大型看板設置
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７月14日・15日
	 計測器・トルクドライバー校正試験
	 � 加賀支部
７月15日	 小松労働基準協会定時社員総会
７月22日	 第８回安全衛生大会

安全管理事例発表（外線）
「我が社の作業安全」
	 � 山口電設㈱　寺田正夫

７月22日	 加賀労働基準協会通常総会
７月22日	 産業安全衛生加賀地方大会

優秀賞：�山口電設㈱	
㈲川向電機商会

進歩賞：�㈲三嶋電機工業所	
山城電気工事

７月29日	 BIM（３次元CAD）講習会
グラフィックソフトジャパン北陸代
理店（ArchiCAD北陸代理店）
	 ㈱ディオス金沢　金子氏・木林氏

７月29日	 第２回広報厚生委員会
７月29日・31日　�スマートメーター教育
	 � 出席者：77名/40社

７月30日	 夏の交通安全県民運動
小松市安全運転管理者協議会
交通事故撲滅Wフラッグ作戦

８月４日	 電気使用安全月間PR活動出発式
	 � 石川電気安全サービス
８月４日	 青年部　社会奉仕委員会
８月５日	 重要文化財電気設備点検

江沼神社長流亭
（加賀市大聖寺八間道）

８月６日	 道路クリーン作戦
� 加賀支部組合員20名参加

８月６日	 加賀支部夏期研修会� 14名参加
「加賀市市政の状況報告」
講師：加賀市長　宮元　陸 氏

８月８日・９日
	 電気使用安全月間広報白山登山
	 � 22名参加

８月10日	 第２回配電委託委員会
８月19日・20日
	 圧縮工具圧力試験
８月22日	 電気教室
	 「エレキスクールinこまつ」開催

場所：こまつドーム
� 小学生児童55名参加
� 青年部員19名参加
第一部　�電気の安全な使い方や電気

の仕組み、節電について
第二部　�工作教室　LEDランプ製作
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８月24日・26日
	 電気料金メニュー取扱変更説明会

場所：�こまつドーム・小松市民セン
ター� 53名参加

８月28日	 石川の技能まつり出場者説明会
８月29日〜10月３日
	 第一種電気工事士筆記試験講習　６回

開催� ７名受講

９月２日	 小松商工会議所　小規模企業振興委員
連絡会

９月２日	 青年部　役員会
９月７日〜11日
	 活線防保護具耐圧試験
９月７日	 小松労働基準協会　安全衛生委員会
９月８日	 広報厚生委員会役員会

電気使用安全月間ポスターコンクー
ル審査会

９月８日	 外壁大型看板交換

９月14日	 青年部　次世代交流委員会
９月15日〜10月13日
	 自主安全パトロール　加賀支部：７回
９月16日〜18日
	 間接活線工具耐圧試験
９月16日	 電気使用安全月間ポスターコンクール

表彰

	 最優秀賞　�矢敷優花さん	
（加賀市立山代小学校２年）

９月30日	 配電工事特別安全パトロール
９月30日	 秋の交通安全運動

小松市安全運転管理者協議会
交通事故撲滅Wフラッグ作戦
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組合員の皆様にはますますご盛栄のこととお慶

び申し上げます。日頃より青年部活動に対しまし

て、大変お世話になっております。

青年部長になり計画してきたことが少しずつ動

き始めました。まずは夏の電気使用安全月間中の

エレキスクールを各本部で開催させていただきま

した。昨年の様に同日での開催は出来ませんでし

たが、参加された小学生の笑顔をそれぞれ拝見で

き、また各本部の青年部員が多く集まり、自分た

ちで行動し活躍していたことを見ることが出来、

大変うれしく感じました。今後も継続して次世代

の人々に電気工事の魅力を伝えていきたいと考え

ております。今回参加できなかった青年部員の皆

様は、今後もいろいろな活動を行っていきますの

で、少しでも参加し、新しい仲間を作ってくだ

さい。

次に、工業高校生との意見交換会の準備も少し

ずつ進んできました。工業高校の先生から、最近

は景気が良くなり、他業種大手企業の募集人員が

例年になく多い事を聞きました。そんな時にこ

そ、我々の業界の魅力を多くの学生に知ってもら

い、この業界の未来を担う人々を作っていくこと

が我々の使命であると考えます。多くの青年部員

が自ら行動できるように努力していきます。

また、先日、全国青年部協議会の「評議員会」

にも出席させていただきました。その会では全国

の青年部長が参加し、次の時代の為に何をしなけ

ればならないか等の話し合いを行いました。そこ

で各県の現在行っている活動や、今後の課題など

を沢山聞くことが出来ました。その中で一番多か

ったのが、青年部員の減少と参加率が悪いという

ことでした。確かに、仕事があっての青年部活動

ではありますが、仕事だけではないと思います。

電気工事業界が光り輝くことで、会社や仕事が潤

うのではないかと思います。今まで参加されてい

ない皆様でも、少しでも参加しやすい環境を作

り、仲間同士繋がり、業界を明るくしていきたい

と思います。このような情報を多くの青年部員に

伝えていくことも使命だと思います。こちらの記

事を読んで頂いた親会の皆様には後継者を是非青

年部に入会して頂くようお願い申し上げます。ま

た、青年部に所属しているが、あまり参加できて

いない皆様は、少しでも良いので是非活動に参加

の程お願いいたします。同じ青年部員として将来

のために頑張っていきましょう。

最後になりますが、組合員の皆様方には今後も

青年部のご指導、ご鞭撻をお願い申し上げます。

青年部だより

『青年部の使命とは』

県青年部長　　　　　　　

大　地　正　喜
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去る 7 月22日（水）、当組合会館に

おいて、来賓の北陸電力株式会社様

及び組合員など約200名の参加のも

と開催した。

冒頭、米沢理事長からの挨拶後、

来賓代表の水谷和久北陸電力株式会

社執行役員・石川支店長より「組合

員の皆様には日頃から安全に対する

配慮は頂いているが、今一度ゼロ災

害の継続を意識して頂き、経営者の

皆様は率先してゼロ災をめざし、一

人ひとりが危険に対する感受性を高めて欲しい」と祝辞を頂戴した。

この後、新興電気㈱「安全作業について」、㈲橋谷電気商会「当社における安全・品質管理

改善への取組」、山口電設㈱「我社の作業安全」の 3 社が安全管理事例を発表し、石川県健康

管理士会の北口豊会長が講師を務め「その健康でいいですか？知っているようで知らない健康

知識」をテーマに安全講話を行った。

最後に、大会宣言を大地正喜青年部長が「全事業所においてコンプライアンスの遵守と安全

管理の深掘りを徹底し、ゼロ災達成を期することをここに宣言する」と参加者と共に宣言

した。

テ　ー　マ：「安全管理の深掘りによる災害ゼロの明るい職場作り」
スローガン：「安全・品質管理の徹底と安全最優先の企業体質の確立」

第8回 安全衛生大会開催
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去る 7 月 3 日（金）、新任班長教育実施要領に基
づき、教育を実施しました。

講師は、当組合電力部長、安全部長、各本部配
電課長が務め、受講生は県内23社から38名の方が
参加されました。今後、各職場において研修成果
を活かした活躍を期待します。

記
Ⅰ.	 開 催 日	 平成27年 7月3日（金）
	 	 8：30〜17：00
	 開催場所	 石川県電気工事工業組合会館
	 	 4 階研修室
	 主　　催	 石川県電気工事工業組合
	 受講者数	 23社38名
	 	 （金沢本部 9 社16名、能登本部

10社14名、加南本部 4 社 8 名）
	 講　　師	 県 本 部� 種本電力部長
	 	 同 � 白崎安全部長
	 	 金沢本部� 田中配電課長
	 	 能登本部� 西浦配電課長
	 	 加南本部� 村井配電課長

Ⅱ.教育内容	
　学科（ 7時間）

安全管理・品質管理、工事の流れ、受注から
清算まで、班長としての心構え、班員に対する
指示・指導方法、人の動かし方、異常時・災害
発生時の措置等、新任班長に求められる、管理
職としての自覚の醸成、班員指導力の向上を図
ることを目的とし実施した。

Ⅲ.受講生の主な感想
◇　班長としての責任や人材育成教育の重要性

について理解を深めた。
◇　事例検討（KY）が良かった。
◇　職長教育との重複があり、やや新鮮味に欠

ける。

『平成27年度 新任班長教育』が実施されました
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去る10月 4 日（日）に「もっと知ろう　もっと体験しよう　技能と技術」をテーマに毎年、県主
催で開催している『石川の技能まつり』に組合として、今回初めて参加しました。内容として
は、石川職業能力開発促進センター（ポリテクセンター石川）にて技能向上を図るとともに広く
一般に技能に対する理解を深めることを目的に「いしかわ技の祭典」と銘打ち、電気工事技能コ
ンクールを各本部から選抜された13名と石川職業能力開発促進センターから 1 名の計14名の参加
で実施しました。

結果は宮脇　惇郎さん（加南本部小松支部・東本電気㈱）、吉岡　純吾さん（金沢本部西部支
部・㈱明生電気商会）、林　達也さん（石川職業能力開発促進センター）の 3 名が優秀賞、中山　
昌浩さん（金沢本部白山支部・大竹電機㈱）が特別賞を受賞しました。おめでとうございます。

次回以降も参加予定ですので、沢山のエントリーをお待ちしております。

第43回 石川の技能まつり

優秀賞の 3人（左から吉岡さん、宮脇さん、林さん）

優秀賞　吉岡さんの作品 優秀賞　宮脇さんの作品 優秀賞　林さんの作品
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【コンクール風景】

準備風景 1 準備風景 2 開会式
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●参加が決まってから練習はどれくらいしましたか？
・	 5 回作成しました。墨出しはそれ以上に練習しました。
・	 1 日 2 時間を約 1 ヵ月間。
・	約 2 ヶ月間、課題を 7 回作成しました。

●競技時間について
・	短いと感じた。クオリティを大事にしたいので少し時間が不足していると思う。
・	完成した人と完成出来なかった人がいたのでちょうどいい。
・	少し短い。もう少し余裕があると、出来栄えも変わってくる。

●工夫した点について
・	作業効率を高めるために、腰道具の配置を変えました。
・	材料やビスを腰道具に沢山いれて移動時間の短縮を図った
・	少しでも壁にケーブルが密着するようにステップルを打つ前にドリルで下穴をあけた。
・	作業台を壁の近くに配置することで移動する時間を減らした。
・	墨出しの寸法を書く際に「線」ではなく「点」で印を付け、ずれないように工夫した。

●その他
・	金属管への台付きサドル支持は苦労した。
・	ビスやステップルの数を課題に合わせて適切に支給してほしい。
・	異時点灯のパイロットランプの材料を間違えたのはNG。

初めてのことだからとかの言い訳は選手に対して失礼。
・	沢山のミスをして悔しかったけど、他の職人さん達と競う

のは良い経験になった。
・	プロの電気工事士の方々に交じっての競技でしたので、少

しでも技術が追いつくよう、日々練習しました。その成果
が結果に繋がりうれしく思います。また、それ以上に多く
のプロの技術・技能を身近で見させて頂いたことや交流を
図れたことで、大変貴重な経験をさせていただきました。
この経験は職業訓練でも活かしていきたいと思います。

受賞者に聞く! !
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《金沢本部》

【事業所名】電気設備屋F・エース
■�所　属：	

金沢本部白山支部
■�加入日：	

平成27年 7 月22日
■�事業所名：	

電気設備屋F・エース
■�住　所：	

石川県白山市橋爪町749−36
■代表者名：浦　彬久
■従業員数： 1 人
■主な事業内容：電気工事業
■コメント：新築、リフォーム、オール電化、太陽光

発電の電気工事を行っております。よろしくお願い
致します。

県本部
電力部長

田中　学（55歳）

7 月 1 日より、県本部で電力部長を拝命いたし
ました田中　学です。

課題はいろいろありますが、電気の安全・安定
供給を通して、地域社会に貢献できるやりがいの
ある仕事と思っています。

地域社会や組合員の皆さまのお役に立てるよう
精一杯努めてまいります。

どうぞご指導のほど、よろしくお願い申し上げ
ます。

� （採用月日：平成27年 7 月 1 日）

県本部

中野　彩子（32歳）

平成27年 4 月より、県本部で勤務させていただ
いております、中野彩子です。

まだわからないことも多く、ご迷惑をお掛けす
ることがあるかと思いますが、皆様のお役に立て
るよう、頑張りたいと思っておりますので、ご指
導の程よろしくお願い致します。

� （採用月日：平成27年 4 月13日）

新加入組合員の紹介

新規採用職員の紹介

− 25 −



− 26 −



− 27 −



石川県電気工事工業組合「任意労災制度」

全日本電気工事業工業組合連合会「業務災害補償制度」
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石川県電気工事工業組合「任意労災制度」

全日本電気工事業工業組合連合会「業務災害補償制度」

− 29 −



金沢労働基準監督署管内において、平成27年 8 月18日以降死亡災害が 3 週間で 4 件（速報値）と続
発しており、憂慮すべき事態となっています。

死亡災害が幅広い業種で発生していますので、すべての業種の事業場で労働災害防止活動の徹底を
お願いします。

今後の死亡災害の防止に向けて、特に下記の点にご留意ください。

金沢労働基準監督署

死亡災害多発警報発令中!

8/16 17 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31 9/1 3 5

6 7 9 10 11 12

日 月 火 水 木 金 土

18

2

8

4

◎ 経験の浅い労働者に対する安全衛生教育を十分に行うこと。
◎ 高所作業においては墜落防止措置を必ず講じること。
◎ 事前に作業方法を十分に検討し、計画的に作業を行うこと。
◎ 作業者が必要な資格、技能を有する者であることを確認すること。
◎ 交通労働災害防止対策を徹底すること。

死亡災害発生状況（平成27年　金沢労働基準監督署）
平成27年9月9日時点

発生月 業　　種 事故の型 発　生　状　況

1 7 月 一 般 貨 物
自動車運送業 交通事故

荷卸し等の作業を終え、道路向かいの会社に伝票を渡した
後、作業場へ戻るため、横断歩道を歩行していたところ、
走行してきた乗用車に激突された。

2 8 月 産 業 廃 棄 物
処 理 業 分類不能

横倒しにしたコンテナボックスから土嚢袋を取り出す作業
を行っていた被災者が、コンテナボックス内で意識不明と
なっているのを同僚に発見された。

3 9 月 そ の 他 の
建 築 工 事 業 墜落、転落

9 階建マンションの外壁修繕工事現場において、足場の解
体作業中、塗装不良の箇所の補修を行おうとしてバランス
を崩し、約20メートル下の地上に墜落した。

4 9 月 そ の 他 の
小 売 業 墜落、転落

移動はしご上で店舗の電気メーター取り替え作業を行って
いた際、バランスを崩して約4.3メートル下の地上に墜落
した。

5 9 月 その他の林業 転倒
刈り取った草の廃棄場所において、重機を使用して運び込
んだ草を均す作業を行っていたところ、傾斜地のためバラ
ンスを崩して重機ごと転倒し、重機の下敷きとなった。

※上記の表は速報であり、今後の調査によって変更する可能性があります。
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７月 ３日  新任班長教育
   ESCO事業PT会議
 ７日  組合加入試験委員会
 ８日  通常総会（いしかわ21世紀住まいづく

り協議会）
 ９日  厚生年金基金説明会
 10日  企画委員会
   福利厚生事業事務担当者会議（全日電

工連）
 17日  技能まつりPT会議
 22日  第８回安全衛生大会
 24日  電設委員会
 30日  配電課長会議
 31日  技能まつり第１回実行委員会（石川の技

能まつり実行委員会）
８月 ４日  電気保安功労者表彰式（電気安全北陸委

員会）
 ５日  講演会（北國友翔会）
 10日  配電工事安全技能競技会打合せ（北陸電

気工事組合連合会）
 11日  資材システム見直し会議
   技能まつり審査委員会
 20日  理事会（全日電工連）
 21日  安全指導員研修
 25日  広報委員会
 27日  技術・認証委員会（全日電工連）
 28日  全国事務局責任者会議（全日電工連）
 31日  技能まつり第２回実行委員会（石川の技

能まつり実行委員会）

９月 １日  組合運営研究会（石川県中小企業団体中
央会事務局協議会）

 ３日  技能まつりPT会議
 ４日  第一種電気工事士定期講習会
 ９日  安全委員会、配電委員会
 10日  事務担当者研修会（全国労働保険事務組

合連合会石川支部）
   新規活線近接作業員認定教育
 15日  企画委員会
 16日  理事会・代議員会（北陸三県電気工事業

厚生年金基金）
   事業推進委員会（全日電工連）
 30日  配電工事特別安全パトロール

組合事務局日誌

白山は、最高峰の御前峰（ごぜんがみね：2，702ｍ）
を中心に、大汝峰（おおなんじみね：2，864ｍ）・剣ケ峰
（けんがみね：2，677ｍ）・別山（べつざん：2，399ｍ）を
主峰とする峰々の総称で、富士山・立山とともに
日本三大霊山の一つとして多くの人々に愛されて
きました。
石川・福井・岐阜・富山の四県にまたがり、総面積

47，700haにもおよぶ白山国立公園として大勢の
登山者に親しまれ、ユネスコの生物圏保存地域に
指定されるなど、手つかずで大自然が残るその自然
環境は国際的に高い評価を得ています。7～8月に
高山植物が山頂付近の山肌を埋め尽くす景観は
まさに雲上の楽園です。
頂上からは、美しい雲海のかなたに白馬・剱・立山

などの山並みが一望でき、北アルプスから昇る
日の出は感動的な美しさです。

─ 表　紙 ─

「白山山頂から臨む雲海」
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